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CHYLURIA TREATED WITH STRIPPING OF THE RENAL  PEDICLE  : 
                   A CASE REPORT
Takeshi SAKAKURA, Takahito  IKEUCHI and Hideki WATANABE
From the Department of Urology, Nagoya City  Johsai Hospital
   A 54-year-old male was referred to our outpatient clinic because of milky urine. He had lived in 
Kumamoto, an area of endemic filariasis. There were no microfilaria found in his blood smear. 
Lymphangiography showed dilation of the retroperitoneal lymphatics and bilateral renal refluxes. 
The thoracic duct was obvious. The initial treatment consisted of irrigating the bilateral renal pelvis 
with silver nitrate solution, but was not successful and recurrent acute urinary retention developed. 
Therefore, we performed stripping and ligation of the bilateral renal lymphatics. Chyluria 
disappeared immediately after surgery. The etiology and various treatments for chyluria are 
 discussed. 
                                            (Acta Urol. Jpn.  42:  221-223, 1996) 
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緒 言
フ ィラリア症 は本邦 においてはすで に撲滅 された も
の と考 えられているが晩期合併症で ある乳魔尿 につい
ての報告 は近年 で も散見 される.
今回 われわれは,保 存的治療 に反応せず急速 に低蛋





既往歴 家族歴:特 記すべ きことな し
生活歴:熊 本県出身
現病歴:1994年8月頃 より時 々尿の色 が白 くなるの
に気づいていたが痛み もないため放置 していた.会 社
の定期健診 で尿の異常 を指摘 され,同 年ll月ll日当科
を受診 した.
受診時,尿 は乳白色に混濁 してお り放 置す ると寒天
状 のフ ィブ リ ン塊 が沈殿 した.検 尿 結果 は蛋 白強 陽
性,赤 血球20・-30/hpf,白血球1/3-'5hpfであ り,
尿培養 は陰性であ った.ス ダ ン皿染色 に より乳魔尿 と
診 断,1994年11月22日精査治療 目的に入 院 となった.
入院時現症:身 長160,4cm,体重53kg.胸腹部理
学 的所 見 に異常 を認 めず栄養状 態 は一 見良好 であ っ
た.
入院時検査所見:末 梢 血で は白血球数6,600/μ1の
うち リンパ球分画が10.9%と低下 してお り血液生化学
検査 では血清蛋 白5.7g/dlと低蛋 白血症 を認 めた.
またIgGは700mg/d1と正常 下限で あった.午 前2
時 に採血 して ミクロフィラ リアの検索 を行 ったが虫体
は証明 されなか った.
X線 検査:DIPお よび腹 部CTで は明 らかな異常
を認めなかった.リ ンパ管造影 を行 ったところ,後 腹
膜 リンパ管 は屈 曲蛇行拡張 し両側 の腎 門部 と膀胱壁へ
の逆 流 を認 め,両 側 の腎孟 腎杯 が造 影 され た(Fig.





































血症は急速に改善 し末梢血のリンパ球数 も回復 してき










































































坂倉,ほ か:フ ィラリア性乳廉尿 腎周囲 リンパ管遮断術
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